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◇沿海地方内部への中国人参入問題
アヴデーエフ所長によると、沿海地方の戦略発
展基本方針の最も重要な課題は、政治とビジネス、
競争と独占、住民と社会政策との関係を調整する
ことである。しかし、沿海地方は資源が豊富で資
本流入の可能性が高いのに労働力が不足している
ので、２０２０年までに少なくとも５０万人の中国人を
沿海地方経済に組み入れる内部化も検討される。
中国は２０年間も高い経済成長率を続けているので、
中国と隣接する沿海地方にとって最も有利な産業
は、貿易、運輸、観光、金融、法務、情報、通信
業であり、その拡大・発展には高水準のインフラ、
快適な住宅と生活環境、その他の福利施設が必要
である。戦略発展基本方針は、沿海地方の生活水
準をロシア中央のレベルに引き上げるため、住宅
と道路の建設・整備を動因にしようと考えている。
過去１５年間、CIS諸国からの労働者移住は期待はず
れだったので、中国人の内部化が必要になる。沿
海地方とっては、ロシアの条件に従って一定期間、
沿海地方経済の内部に参入する中国人を歓迎する
のが唯一の道である。�１

◇ロシア極東の『住民退化』と外国人労働者問題
アヴデーエフ所長は２００８～２０１２年のロシア極東の
人口急減の原因として第１に、第２次大戦後生ま
れの世代が次第に歴史の舞台から去り、第２に数
年前から出生率が急落している事実を指摘した。

第３に最も有能でエネルギッシュな就業者層がモ
スクワ、ペテルブルグに移転し、ウラジオストク
の知的水準が減衰していると指摘した。アヴデー
エフ所長が『住民退化』と呼んだこの傾向は急速
に進んでおり、近い将来これをどう止めるか？が
重大な課題であると警告した。また、これまでの
ロシア極東の経済動向はモスクワが決めてきたの
ではなく、ロシア人抜きで日本、韓国、中国の利
益追求の結果であったのが実態であるが、沿海地
方は自動車、家電製品、労働力を安く入手できた。
アジア市場の規模はヨーロッパ市場の３倍以上も
あり需要構造も違うので、ヨーロッパはシベリア
鉄道経由のアジア市場進出に関心を示しているが、
中国大陸鉄道経由のルートは多くの国を通過し税
関・保険手続きが複雑になるためである。２００３年
までに、中国国境のチタ州、アムール州、ハバロ
フスク地方、沿海地方では７０万人も人口が減少し
た。沿海地方には中国、北朝鮮、ベトナムから多
数の労働者が来ているが、沿海地方が積極的に誘
致したのではなく彼らが仕事を求めて来たのであ
る。今後は、厳しい契約により沿海地方が必要と
する外国人労働者を誘致して、ロシア国内法に基
づいて賃金を支払い、納税義務を課さなければな
らない。外国人労働者が必要な事業は、第１に、
１０年間７００億ドルを投資する道路建設であり、第２
に住宅建設である。住宅は低所得層と若年層用の
公営住宅を優先する。外国人労働者の雇用には高
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度の有資格専門家を優先し単純労働者は歓迎しな
い。また、沿海地方はカムチャッカ、マガダン、
サハリン等の極東北部からの移住者も歓迎する。�２

◇ダリキン知事による中国人参加の提唱
米フォード財団調査によると、中ロ国境地域の
ロシア側人口は約１，０００万人で毎年減少し、中国側
の人口は逆に増加している。１９９４～９９年の５年間
に全ロシアの人口減少２００万人に対して中ロ国境地
域では４５万人も減少した。ダリキン知事は、激し
い人口減少とくにロシア西部への人口移動が続い
ているので、沿海地方の経済発展には中国人の参
加が必要であると強調し、総工費約１億２，０００万ド
ル、面積６００ヘクタールのパグラニーチナヤ・スイ
フンヘ（綏芬河）の巨大な貿易・産業施設の建設
は、中国人の参加がなければ実現できないとも指
摘した。沿海地方には現在多数の中国人が来訪し、
毎日１，１００人以上がグロデコヴォ～スイフンヘ間を
往来しているので旅客鉄道は採算が２０％も向上し
ている。しかし、沿海地方の農業と建設業では中
国人の熟練労働者雇用が困難になっている。これ
は、ロシア人が無資格の出稼ぎ中国人を低賃金で
雇用しないためであり、また、中国人の熟練労働
者グループは、ロシア人住宅の修理工事をしたり、
労働の対価に住宅を買い取ったりしているという。
ロシア人ビジネスマンも中国人には規律があり、
安い賃金で上司の指示に従って良く働くから中国
人を雇用し始めたといわれる。現在、沿海地方に
は３～５万人の中国人が居住しているが、その多
くは隣接する吉林省出身であり、ウスリースク市
には毎年１万６，０００～１万８，０００人が来訪し多数が長
く住み着いている。�３

◇ロシア人は中国人をどうみているか？
ロシア科学アカデミー極東支部の歴史・考古学・
民俗学研究所（所長Ｖ．ラーリン博士）では、２００３
年夏、沿海地方、ハバロフスク地方、アムール州、
ビロビジャン市で年齢別・学歴別・職業別に７０１人
に対して中ロ関係に関する世論調査を実施した。
その結果、１９９４年の調査開始以来、「中国が一番
好き」と答えたのは４～６％にすぎなかったが、
管理者・指導者層では２１％と高く、軍人と専業主
婦層ではゼロに近かった。中国が好きな理由は、
経済的成果、豊かな歴史、文化と伝統が多いが、
ロシア人一般は中国をほとんど知らず、「�小平」
を知っているのは４５％もいたが、「始皇帝」は１４％、
「魯迅」は９％にすぎなかった。中国に関する知
識の源泉は、政府間交流が６１％、テレビが４２％、
知人の話が３４％、新聞２８％、中国旅行２６％、ラジ

オ２０％等であった。中国文を読めるのは約２０％、
話せるのは９％で、中国人との商取引に必要なパ
グラニーチナヤ町とアムール州が最も多い。ロシ
ア極東の在住中国人については、３分の２が「働
き好き」、４８％が「事業意欲が強い」、４１％は「ず
るい」と答えている。さらに、４６％は「中国の拡
張政策」がロシアの脅威であると答えたが、これ
は「日本の北方４島返還要求」４０％、「アメリカ
の覇権」３５％よりも多かった。国境地域のロシア
人は中ロ関係の現状と展望を楽観的に見ているが、
対日関係の拡大改善の必要を答えた人（４８％）が
中国との関係強化（３３％）よりも多かった。２００３
年５月の世論調査では、回答者の６２％ができれば
沿海地方から出たいと答えたが、今問題なのは人
口増加対策ではなく人口減少対策であり、「中国
の脅威」や「中国の拡張」よりも極東の将来に関
する政策の確立が重要である。恐ろしいのは中国
ではなく、極東の利益保全への準備と政策がない
ことである、とラーリン博士は指摘した。�４

◇終わりに
沿海地方には、中国人の犯罪や中国製品の流入
問題もある。しかし、注目すべきは、２００４年１２月、
ロシア地方知事の大統領任命制に関する法律が施
行され、大統領の地方政治権限が強化された事実
である。これによりロシア極東の政治・経済動向
は、今後、連邦政府への依存度が強くなる。２００３
年以来の石油・ガス輸出増加によるロシア経済の
資金余剰は極東地域にも波及しているが、隣接す
る中国では２００４年からの投資抑制政策で成長率は
鈍化し労働力の余剰が予想される。そのため、沿
海地方経済への中国人の内部化実現の可能性は高
く、資源開発、住宅・道路建設とともに中・長期
的には人口増加と市場拡大の動因にもなるだろう
が、極東ロシア人の中国人観という社会意識の問
題も横たわっている。
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